
宮城県大崎市古川駅前の液状化による下水マンホール被害
2011年3月14日時点の様子

高橋良和(京都大学)・後藤浩之（京都大学）・鍬田泰子（神戸大学）の調査による【文責・図面作成：鍬田泰子】

大崎市古川駅西側周辺の液状化被害による下水管マンホール（MH）の浮上、ならびに周辺地盤の沈下箇所を示していま
す。表示した図面範囲の外側においても建物周辺の地盤沈下が確認された。2008年岩手宮城内陸地震において、この周

辺で液状化の被害は見られなかった。
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